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学生同士のコミュニケーションを促進するため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体や体力に関心を持たせるため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の項目で順番を決めさせることもできる。例えば、誕生月の順や柔軟性の順など。 

ペアの場合、指相撲をさせ、勝敗で順番を決めさせることもある。  

以上 

誕生月や誕生日、居住地、出身

地、起床時刻、通学時間など 

出身地が同じだとご当地話題で話に花が 

咲くこともある。 

遠距離通学や一人暮らしの状況を把握できる。 

 

ウェアやシューズなど身につけて

いるものが同じ色同士 

色にちなんだチーム名をつけさせる。 
 Ex. ブルーインパルス、赤シャツ隊など 
グループを固定する場合は、次回も同じ色のもの

を身につけさせる。 

椅子取りゲーム（フルーツバスケッ

ト）の要領 

例えば、「眼鏡、裸眼、コンタクト同士で集まれ！ 

遅れた者は罰ゲーム！」や「眼鏡、裸眼、コンタク

トで１人ずつ、３人組になれ！」 
 

利き目の左右、指や腕を組んだと

きに上になる指・手の左右などで

分けるとほぼ均等になる。 

利き目については知らない学生もいるし、手や

腕の組み方が習慣になっていることを気づかせ

ることもできる。 

無茶をさせないように注意が必要。 
柔軟性（立位体前屈、背中で両手を

上下から組ませるなど）や閉眼片

足立ちの時間など 


